
今日，日本社会の様々な領域において構造的な変化が進行しています。特に産業や経済の
分野においてはその変容の度合いが著しく大きく，雇用形態の多様化・流動化にも直結して
います。また，学校から職業への移行プロセスに問題を抱える若者が増え，社会問題ともな
っている状況です。
このような中で，一人一人が「生きる力」を身に付け，明確な目的意識を持って日々の学
校生活に取り組みながら，主体的に自己の進路を選択・決定できる能力を高め，しっかりと
した勤労観・職業観を形成し，激しい社会の変化の中で将来直面するであろう様々な課題に
対応しつつ社会人・職業人として自立していくことができるようにするキャリア教育の推進
が強く求められています。
「キャリア教育」という用語が文部科学行政関連の審議会報告等で初めて登場したのは，
中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について（平成11年12月）」
においてでした。本答申では「学校教育と職業生活との接続」の改善を図るために，小学校
段階から発達の段階に応じてキャリア教育を実施する必要があると提言されています。
その後，様々なキャリア教育推進施策が展開されましたが，平成18年におよそ60年ぶりに改
正された教育基本法においては，「各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生
きる基礎を培う」ことが，義務教育の目的の一部に位置付けられました。翌年改正された学
校教育法では，新たに設けられた義務教育の目標の一つとして「職業についての基礎的な知
識と技能，勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養うこと」が
定められ，小学校からの体系的なキャリア教育実践に対する法的根拠が整えられたところです。
また，平成20年１月の中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善について」においても，新しい学習指導要領でのキャリア
教育の充実が求められ，同年３月には本答申に基づいて小学校学習指導要領が改訂されました。
更に，平成20年７月１日には「教育振興基本計画」が閣議決定され，今後５年間（平成20
〜 24年度）に取り組むべき施策の一つとして「関係府省の連携により，小学校段階からの
キャリア教育を推進する」ことが挙げられています。
これらを踏まえ，同年12月には，文部科学大臣が中央教育審議会に対して「今後の学校におけ

るキャリア教育・職業教育の在り方について」諮問し，この１月に答申がとりまとめられました。
小学校におけるキャリア教育は，初等教育から高等教育に至る系統的・組織的なキャリア
教育の基盤として極めて重要な意味を持ちます。文部科学省では，その重要性にかんがみ平
成22年1月に『小学校キャリア教育の手引き』を発行しましたが，この1月の中央教育審議会
答申を踏まえて改訂し，このたび広く市販する運びとなりました。本書が，各小学校はもと
より，関心をお持ちの多くの方々に広く活用され，キャリア教育の指導内容・指導方法の充
実に役立てられることを念願しております。
末尾となりましたが，本書の作成に当たり御尽力を賜りました作成協力者及び関係の皆様
に深くお礼申し上げます。
平成23年5月

文部科学省初等中等教育局長
山　中　伸　一
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